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ある自由保育幼稚園における参与観察の困難さについて

―観察者が観察できるものは何か―

Difficulties of the Participant Observation  

at the Kindergarten Based on Children-Centered Care 

-What Cannot Observers Observe? - 

阿部 学

千葉大学大学院人文社会科学研究科博士後期課程

筆者は自由保育の理念にもとづく実践を行っている A幼稚園への参与観察を行っているが、観察をするうちに、観
察する主体としての自己のあり方について考えさせられるような、種々の困難さを感じるようになっていった。本稿

では、筆者の経験した参与観察における困難さを描き出し、参与観察のあり方を再考する視座について考察してゆく。

考察の結果から、観察者が観察できるのは、日常的なありのままの姿としてある対象ではなく、観察する主体による

影響を受けた対象でしかないことが理解された。そこから発展的に、A幼稚園の参与観察においては、観察する主体
である筆者が子どもたちにどのように認識され、彼・彼女らの世界へ招かれてゆくのか、ということを反省的に理解

してゆくことが有効だろうと示唆された。また、保育研究や授業研究など狭義の意味でのカリキュラム研究において、

観察する主体としての自己のあり方を考える必要性もあわせて示唆された。

キーワード：参与観察、フィールドワーク、自由保育、観察する主体、方法論的課題

1. 研究の背景と目的

1.1．はじめに 

 筆者は 2008年度より、自由保育の理念にもとづく実
践を行っている A 幼稚園1への参与観察を行っている。

参与観察の目的は、A 幼稚園独自の保育実践2がいかに

して可能となっているのかを解明することである。なお、

筆者は A幼稚園の教員ではなく、加えて言えば保育現場
での実習経験もない。2008年度より前から A幼稚園の
教員と交流があった3ことをきっかけとして、幾度かの

訪問経験はある4が、基本的には A 幼稚園にとって第三
者的な存在である。

 そうした背景のもと参与観察を始めたのだが、観察を

するうちに、種々の困難さを感じるようになっていった。

詳しくは後述するが、筆者の意図していないかかわり方

を子どもたちが望み、接するようになっていることが理

解され、観察する主体としての自己のあり方を考えさせ

られるようになっていったのである。

 そこで本稿では、筆者が経験した A幼稚園における参
与観察の困難さを解釈的に描き出し、A幼稚園を参与観
察する上で留意すべきことや、困難さから導き出される

A 幼稚園のカリキュラムの成り立ち方の一端を明らか
にすることを目的とする。また、発展的に、参与観察あ

るいは保育研究・授業研究の方法論的なあり方を再考す

る視座について考察する。

1.2．参与観察とは何か 

 参与観察とは何か。佐藤（1992）によれば、参与観察
とは、もとは「人類学的フィールドワークの中心的技法」

5であり、具体的には「現地に長期間滞在し、そこに住

む人びとの生活に密着して調査を進める」6研究方法の

ことを指す。

 しかし、現在においては、参与観察を厳密に定義する

ことは難しい。

 たとえば、佐藤においては、参与観察はフィールドワ

ークを上位概念とし、次のように整理されている7。フ

ィールドワークとは、もとは「野外調査」の意味であり、

広義では、文献研究や研究室での実験など、屋内での研

究と対比される言葉である。野外に出て調査をするとい

う意味で、地学系・動物系・植物系の調査もフィールド

ワークのひとつである。フィールドワークのタイプは、

それら自然科学系のフィールドワークと、人文社会科学

系のフィールドワークに分けられる。人文社会科学系の

フィールドワークはさらに関与型フィールドワークと、

非関与型フィールドワークに分けられ、参与観察は関与

型フィールドワークにあたる。関与型フィールドワーク

では、参与観察と「現場での活動や生活に直接参加しな

いまでも、現地を何度も訪れてそれらの人びととかなり

‐43‐



2 2009 3  
 

 

2 3
10 100

 

McCall Simmons 1969
8

 
Junker 1960 Gold 1958

9

10

4

4

 

1999

11

4

‐44‐



2 2009 3  
 

12 1999 5

13

14

15

 
 

 

16

17

18

 

 

 

 

 
2002

19

20

21

‐45‐



2 2009 3  
 

 

22

 

 

23

 
 

 
 

24

A

25

A

 
A

A

2

 
1

1
1

 

A

A
2006 A

 

A

 

 

‐46‐



2 2009 3  
 

A

26  
A

2008 A
27

28

 

Junker Gold

 

A

 

A

 

 
 

2008 4
1 29

30

 
3

 
 

 
2008

2008 4 2007

2007 31

32 2008

Y K

33  

‐47‐



2 2009 3  
 

34

 
4 5 9

4 1 2

5
35

5

 
Y K

 

 
Y K

36

3  

 
 

5 6

4
B

B
Y K

5 6  

 

 
 

5 R

6
 

S
S

 
S 4

S

‐48‐



2 2009 3  
 

37

S

 
6

A
S

38

T

S
2008

T
S

 
9 S

S

S

S

S

 
 

 
 

 

39

 
A

A

 

 
S

S

S
S

S  

S

‐49‐



2 2009 3  
 

 

Y
K

2

 

2

 

S

S
T

S

40  
 

A

A

 
A

 

A
 

A

A
A

A
 

 

‐50‐



2 2009 3  
 

A

 

41

 

 

42  

 

 

 
 

A

 
 
                                                  
1  
2 A

A

A

 

2006 
A A

 
3 2

 
4 2007 3

3 1

 
5 1992 p.159 
6 1992 p.23 
7 1992 pp.35-36 
8 1992 p.161 

McCall Simmons(1969) The 
Nature of Participant Observation.  
9  
10 1992 p.163 

Junker(1960) Field Work; 

‐51‐



2 2009 3  
 
                                                                             
Gold(1958) Roles in Sociological Field Observation.

 
11  

1999 
pp.38-39
Spradley(1980)

 
12  

1999 
13  

1999 
pp.123-140  
14  

1999 p.39 
15 1992 

 
16 1992 p.35 
17  

1999 p.39 
18 

 2006 p.126 
19 71 2002 
pp.151-170  
20 

 
21  
22 

2

 
23  

1996 
24 A 2

 
25  

 4 2008 p.10 
26 A

2008 4 9  
27 4  
28 

2006 
29 2008

1 4
 

30 

                                                                             
 

31 
 

32 
 

33  
34 

 
35 2007

 
36 A

 
37 15  
38 

 
39 

 2006 p.126 
40 

 
41 

 
42 

 

‐52‐


